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響を与えなかった．

　本法は上記道感染症の客観的指標として有用と考えら

れる．

102．マウス前胃扁平上皮癌におよぼす

　　　Bleomycinの影響　　3H－thymidine

　　　autoradiographyによる検索
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　われわれは，これまでマウスにDMBAを長期間投与

し，前胃に扁平上皮癌を発生せしめ，その細胞増殖の解

析を3H－thymidine　autoradiographyにより行なってき

た．その結泉，組織学的に見た場合，同じ扁平上皮癌で

も角化傾向の著しいものが，角化の認められないものよ

りBleomycinの影響を細胞増殖の上からもより多く受

けていることが判明した．今同はさらに，Bleomycinの

影響の持続性を検索するため，Bleomycin投与後の前

胃扁平h皮癌の標，IL♀1の経時的変化を　3H－thymidine

autoradiegrapyにより追跡した．

　Bleomycin投与1日後の標識率は，非投与群に比べて

角化型，非角化型とも低ドしているが，非角化型におけ

る度合は極めて僅かであるのに対し，角化型においては

比較的標識率の低ドは大きく，この傾向はBleomycin

投与10日後のものにおいても認められた．

　今まで，われわれはBleomycin投与1日後のマウス

前胃扁平上皮癌の細胞増殖の解析を3H－thy皿idine　auto－

radiographyにより行ない，角化型にB］eomycinの影響

の強いことを増殖曲線のヒからも見つけた．今回の研究

は，さらにBleomycinの単回投与後のマウス前胃扁V一

上皮癌の経時的変／ヒをautoradiographyにより検索した

結果，角化型においては標歳辛くの低ドは持続しており，

比較的長期間においてもBleomycinの影響しているこ

とが判明した．このことは食道癌などに補助的手段とし

てBleomycinを投与する上で，投与法選択の大きな指

標になるものと考える．

103．固体飛跡検出法を用いた中性子捕獲全身

　　　オートラジオゲラフィーによるiOB化合

　　　物の担癌動物内分布
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　1°B化合物を投与して脳腫瘍を治療する中性子捕獲療

法の基礎として，1°Bの体内および腫瘍内分布を」E確に

知ろ方法が要求されている．従来の方法は3H標識によ

る方法，現像銀粒子の顕微鏡的弁別，化学分析等がある

がいつれも技術的に問題があり，全身オートラジオグラ

フィーによる検討も従来の写真乳剤による方法では不可

能であった．

　今回これを解決する方法として硝酸セルローズ膜を川

いてのいわゆる固体飛跡検出法（S．S．　T．　D）を全身オー

トラジオグラフィーに適用することにより，原子炉内の

γ線コンタミに何ら妨害されることなく，1°Bの体内分

布をはっきりと肉眼的に描写し得ることをあきらかにし

た．

　この方法をC57BL系マウスにメチルコランスレン誘

導のGlioblastoma様腫瘍を脳内および皮下に移植した

もの，およびDD系マゥスにHarding　Passey　mela－

nomaを皮下移植した担癌マウスにそれぞれ90％濃縮

10B化合物［：OB，，HtlSHコ’を投与し，通常の方法によ

り全身凍結標本を作成し，硝酸セルローズ膜と標本を密

口させ，原子炉内で熱叩性子により中性子の照射を行な

った．照射後のフィルムは6現定のNaOH，50°C　10分

～ 20分のエッチングにより全身オートグラムを作製した，

　この方法の開発により1°Bの体内分布が肉眼的にはっ

きりと示され，かつかなりの微細構造が判別できること

がわかった．テストされた担癌動物ではいつれも腫瘍内

の1°Bのとりこみはかなり他の組織にくらべて高く一方

正常脳へのとりこみは非常に少いことがあきらかにされ

た．

　1°B化合物の投与し，動物を殺す前1時間にi’ic－Thy－

midineを投与したマウスについて，　S．S．T．D法に

よる］OBの全身オートグラムと通常のX線フィルムによ

るi’ic－Thymidineの全身オートグラムを同一凍結標本

6？　ll1いる2重標識法により腫瘍内の10B分布と腫瘍細胞

の増殖性の程度との比較対照が可能になり，腫瘍内1°B

分布の不均一性の機序の解明に極めて有効な方法である

ことがあきらかにされた．
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